
様式第１号 

長田集落「集落営農ビジョン」 
作成日：平成２０年 ４月２３日 

修正日：平成２０年 ８月１９日 
 

 
市町村名 

 
大山町 

 
組織名 

 
明るい農村研究会 

 
１ 地区の範囲 

大山町 長田地区 

 
２ 地区の概要 

 
水田面積 

 
              ４０.１７ｈａ 

 

主な水田栽培作目 

 

水稲、大豆、そば、ブロッコリー 

 
農家数 

 
                ５０戸 

 
認定農業者数 

 
                ２経営体 

 

地域水田農業ビジョンの担い手数 

 

                ２経営体 

 

  

 

 
３ 組織化の目標（設立時期の目標は、事業実施年度内とする。） 
 ・設立時期（規約等の制定日）【平成１９年１月１日】 

  

組織形態（該当形態に○） 

 

加入農家数 

 
【現状】前年度実績 
    （１９年度） 

 
 ・ 未組織   ・ 共同利用型  
 ○・ 作業受託型 ・ 協業経営型 

 
    １５戸 

 

【目標】事業開始翌年度 
    （２１年度） 

 

 ・ 共同利用型 ○・ 作業受託型 
 ・ 協業経営型 

 

    １５戸 

 

   

 

 
４ 集積率（機械の共同利用と作業受託）の目標 

 

項   目 

 

【現状】 

 

【目標】 

 
集 積 面 積   ① 

 
     １０．５３ｈａ 

 
     １９.４８ｈａ 

  
うち作業受託   ② 

 
     １０．５３ｈａ 

 
     １９.４８ｈａ 

 

対 象 水 田 面 積   Ａ 

 

     ３８.８１ｈａ 

 

     ３８.８１ｈａ 

 
集 積 率  ①/Ａ 

 
     ２７.１３％ 

 
※③   ５０.１９％ 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

うち作業受託   ②/Ａ 

 

     ２７.１３％ 

 

※④   ５０.１９％ 

 

    注１）※③の集積率の目標は採択要件。50％超が必要。 

   ２）※④の作業受託による集積率の目標が、50％超の場合は事業費上限10,000
     千円、50％以下の場合は事業費上限5,000千円。 
      ３）集積面積の詳細は、別表「集積目標（実績）一覧」により作成。 



Ｉ 集落営農に対する基本方針（自由に記載） 

 
【集落農業の現状と課題及び課題を解決するための対応方針】 

 
１ 担い手の明確化及び水田利用集積目標 
 当集落においても、高齢化等により、耕作放棄地が年々増加している現状にあります

。同集落で、地域水田農業ビジョンに位置づけられた担い手農業者は２経営体あり、全
て認定農業者であります。１経営体は水田面積1.3haを利用集積しているが養豚が主で
集落営農に参加する予定はありません。残りの経営体が、私（入江輝文）自身であり、

他２名の地域の農業者とともに、「明るい農村研究会」を立ち上げ、われわれが中心と
なって、地域の農作業を受託していき、農地を保全していく考えです。 
 また、これから会社を退職される者に対して、組織への参画を呼びかけ、地域

の担い手になってもらいたいと考えています。 
 現在、当組織の構成員である３人が１２戸の借地を管理しており、水稲、そば
、大豆等を栽培しており、年々栽培面積も増えています。 

 集落の農地を可能な限り集積し、不耕作地をゼロにするため、がんばっており
、地域の活性化に努めたいと思っています。 

 
２ 水田作付け計画、生産調整の方針・具体策 

 水稲については、町の生産調整を遵守しながら作付けし、転作田、とりわけ休耕にな
っている農地については、ブロッコリー、大豆等のローテーション化を図り、高齢者が
肉体的に無理なく有効利用を図れるよう活用したいと考えています。 

 現在の水田面積を維持管理しながら、今後もさらに、収量・品質の向上を目指し、集
落の活性化を図っていきたいと考えています。 

 
３ 農業用機械施設の効率利用 

 田植え作業は受託者が補植作業、まくらの田面の直し作業等の重労働が多く発生し、
高齢者では肉体的に無理があり、苦労されているのが実態であります。 
 そこで、平成20年5月にまくらの田面直し作業、元肥散布が同時にできる作業労力の

少ない田植機を導入し、集落でより多くの田植え作業を受託できるようがんばっていき
たいと考えています。 
 また、既存の乾燥機を利用して、効率良い作業受託を行い、より多くの、中山間地域

ならではの特色ある米を販売し、当組織へ一人でも多く参画してもらえるよう、そして
後継者を育成していく考えであります。 

 
 

Ⅱ 農業用機械施設の整備方針 
 
  １ 本事業で導入する機械施設の整備計画 

 
機械施設名 

 
規格能力 

 
台数等 

 
金 額（円） 

 
導入予定年月 

乗用田植機 ５条植 １台 1,700,000 平成20年5月 

     

     

 


